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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 14,143 △5.8 △1,079 ― △918 ― △910 ―

29年3月期第3四半期 15,006 △3.8 △760 ― △651 ― △2,088 ―

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　△632百万円 （―％） 29年3月期第3四半期　　△1,876百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 △92.04 ―

29年3月期第3四半期 △211.43 ―

　平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っています。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当たり四
半期純利益を算定しています。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 27,917 18,425 66.0

29年3月期 28,942 19,191 66.3

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 18,425百万円 29年3月期 19,191百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50

30年3月期 ― 0.00 ―

30年3月期（予想） 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っています。平成30年3月期（予想）の1株当たり期末配当金及び年間配当金合計につ
いては、当該株式併合を考慮しています。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,500 5.1 100 △38.1 300 △5.9 300 △80.1 30.31

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っています。平成30年3月期の連結業績予想における1株当たり当期純利益について
は、当該株式併合を考慮しています。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 10,080,344 株 29年3月期 10,080,344 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 183,906 株 29年3月期 203,005 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 9,890,341 株 29年3月期3Q 9,876,874 株

　平成29年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行っています。期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数について
は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しています。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等
については、【添付資料】P.2「当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績の拡大による設備投資や雇用環境の改善などを背景

に、緩やかな回復基調が続いているものの、個人消費の伸び悩みや海外情勢の不透明感などの影響も懸念され、依

然として景気の先行きは不透明な状況で推移しました。

こうした状況の中、当社グループでは中期経営計画「SCRUM 80」の基本方針に則り、成長事業を創設するための

活動及び収益力を強化するための開発の効率化と生産コストダウンを引き続き推進しています。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、14,143百万円で前年同期に比べ5.8％の減収となりました。利益面では売

上高の減少に対して固定費の圧縮を推進しましたが、新商品開発に向けた研究開発費の増加もあり、営業損失1,079

百万円(前年同期760百万円の損失)、経常損失918百万円(前年同期651百万円の損失)といずれも前年同期に比べ悪化

しました。なお、前年同期には当社グループにおける希望退職の実施に伴う特別退職金1,309百万円を特別損失とし

て計上したため、親会社株主に帰属する四半期純損失は910百万円(前年同期2,088百万円の損失)と前年同期に比べ

良化しました。

セグメントごとの状況を示すと、次のとおりです。

(情報通信事業)

情報通信事業においては、主に特定顧客向けビジネスホンの売上高が減少したことにより、事業全体の売上高は

10,238百万円で前年同期に比べ6.7％の減収となりました。セグメント損益は47百万円の利益(前年同期335百万円の

利益)となりました。

(印刷システム事業)

印刷システム事業においては、主に消耗品の売上高が減少したことにより、事業全体の売上高は1,893百万円で前

年同期に比べ8.5％の減収となりました。セグメント損益は21百万円の損失(前年同期29百万円の利益)となりまし

た。

(電子計測事業)

電子計測事業においては、主にパワーエレクトロニクス関連及び電子部品の売上高が増加したことにより、事業

全体の売上高は2,011百万円で前年同期に比べ2.6％の増収となりました。セグメント損益は１百万円の損失(前年同

期18百万円の利益)となりました。

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月15日に公表しました通期の業績予想から変更はあ

りません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,965 5,900

受取手形及び売掛金 6,215 3,971

有価証券 898 900

商品及び製品 1,279 1,701

仕掛品 524 780

原材料及び貯蔵品 1,551 1,973

その他 449 208

貸倒引当金 △2 △3

流動資産合計 16,882 15,432

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,620 2,496

その他（純額） 2,481 2,422

有形固定資産合計 5,102 4,918

無形固定資産

のれん 0 ―

ソフトウエア 1,014 849

その他 51 48

無形固定資産合計 1,066 898

投資その他の資産

投資有価証券 3,560 4,310

投資不動産（純額） 2,059 2,062

その他 307 329

貸倒引当金 △35 △34

投資その他の資産合計 5,892 6,667

固定資産合計 12,060 12,484

資産合計 28,942 27,917
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,323 1,324

短期借入金 75 120

未払法人税等 88 38

賞与引当金 520 269

製品保証引当金 234 163

その他 1,616 1,387

流動負債合計 3,858 3,303

固定負債

繰延税金負債 1,933 2,050

退職給付に係る負債 3,462 3,632

その他 496 505

固定負債合計 5,892 6,188

負債合計 9,751 9,491

純資産の部

株主資本

資本金 6,025 6,025

資本剰余金 6,948 6,948

利益剰余金 6,152 5,094

自己株式 △182 △168

株主資本合計 18,944 17,900

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 352 617

為替換算調整勘定 △115 △106

退職給付に係る調整累計額 10 14

その他の包括利益累計額合計 247 525

純資産合計 19,191 18,425

負債純資産合計 28,942 27,917
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 15,006 14,143

売上原価 9,444 9,077

売上総利益 5,562 5,065

販売費及び一般管理費 6,323 6,145

営業損失（△） △760 △1,079

営業外収益

受取利息 11 12

受取配当金 44 46

不動産賃貸料 153 127

その他 85 90

営業外収益合計 295 277

営業外費用

支払利息 2 2

不動産賃貸費用 76 89

為替差損 87 9

その他 20 14

営業外費用合計 186 116

経常損失（△） △651 △918

特別利益

債務取崩益 ― 27

特別利益合計 ― 27

特別損失

固定資産除却損 78 ―

特別退職金 1,309 ―

特別損失合計 1,387 ―

税金等調整前四半期純損失（△） △2,039 △891

法人税、住民税及び事業税 32 29

法人税等調整額 12 △10

法人税等合計 45 19

四半期純損失（△） △2,084 △910

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 ―

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,088 △910

決算短信（宝印刷） 2018年02月07日 17時32分 5ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）

岩崎通信機㈱ (6704) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

― 5 ―



四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純損失（△） △2,084 △910

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 163 265

為替換算調整勘定 35 8

退職給付に係る調整額 9 3

その他の包括利益合計 208 277

四半期包括利益 △1,876 △632

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,879 △632

非支配株主に係る四半期包括利益 3 ―
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

　

株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

　

セグメント情報

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額(注２)情報通信 印刷システム 電子計測

売上高

外部顧客への売上高 10,977 2,069 1,960 ― 15,006

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,977 2,069 1,960 ― 15,006

セグメント利益又は損失(△) 335 29 18 △1,143 △760

(注) １．セグメント損益の調整額△1,143百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,143百万

円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額(注２)情報通信 印刷システム 電子計測

売上高

外部顧客への売上高 10,238 1,893 2,011 ― 14,143

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,238 1,893 2,011 ― 14,143

セグメント利益又は損失(△) 47 △21 △1 △1,105 △1,079

(注) １．セグメント損益の調整額△1,105百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,105百万

円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。
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